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1 . はじめに

ヨモギ Artemisi・α þrinceþs は仁I:li{ft)地方の内lí?~m)や東北地方℃、は二次事NJ JtJJf;皇;， Lj 桁の一つ

である O 本研究を行なった長~'f県官、iλ地方(1来高約1300m)に:h，¥:、ても二次選移初期の者パf-/L:ー

広葉草木JJ;JJの優となっているの菅平地方のiJI地放棄跡地における泣移はまずハノレタデ・シ

lロコ ザ . ブナ-

ヒメムプカjシヨモギ.アレチマツヨイクグ、、\+)パ-ぺキ~~の越{I斗年十ドソ:.1つ任生1七七…:1苧平'fl下/戸主'(;j本にがf優妥 i山1ιi する{;

してヨモギギ、などの広3莱i長長L5:の多イ年一1-下下1-:下-二て-:ソ:ソ!1生l七一j三::1写草平i字芋本 yが0"日、:可~j桜五妥;，Lすす-るj好!斥下?落宅客4となる0 中:本WJの以後のステージ(ぺtススキ

のような多年生イネ科革本がする群落である〈林， 1967， 19(9)。

このような選移を引き起こす動l:tlを各選移段階の詳落を構成する種類の!t二活様式の迎いに求

め，それぞれの種の生活保式を比較することによって選移のメカニズムを解明しようとした口

(HAYASHI and NUMATA 1967， 1968， HAYASHI 1971)口

ここでイI三活様式というのは各種がその種に的わっている生態1'!'])I~ 'nを組合わせて Wil休tW-NJ' お

よび程属維持を行なってゆく方法であると定義する。また生態l~j/JJ移民とは各種類の種子重量，

種子生j2If数， J投手li型，発芽行動，芽生えの[rut陰性，地上部重量と地下部重量の比，業重量と茎

重量の比，全重量に対ーする種子重量の比などのように似体においてHiWF可能な属性を指してい

る(林未発表〉。

本研究では以上のような観点から子からのう引Jえを)~干し、たポット栽i去による }JX長試験，お

よび野外のヨモギ群落の調査を行なった。また， {mij体成長に伴うチッ素(N)，カリウム(K)の

移動や発芽に関する実験も行なった(伊藤(ι1966，1967， 1970)。

1I. 材料と方法

1 . 成長試験

1974{:1三7月4¥:1に野外で草丈 5cm前後に育ったヨモギの芽ばえを，根を切らぬように土ご

と掘り取った。 3011母体採取したうちの 511日体については草丈，茎の般元の直径，全重量および

器官万Ij重量を測定し， 残りの 251wn体は )I[出土を入れた植木鉢に 111~;1体ずつ構えた。 鉢は深さ

13cm，上部内径 17cm，下部内径lOcmの素焼きのものを月札、た。このjみを51':ばえが完全に般

づく 7)~ 31 1=1まで、は温室中に置き，このR

以後は野外の水盤に水を張つて，その仁|コに放置した。チッ素，リン酸，プ]リをそれぞれ29.5%，

東京教育大学理学部開j員若干高原生物実験所業績第35号
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36.4%， 34.1%ずつ含むJlと料を 8月上1:1)および9n J二Ujに 500gずつ，この水に溶かして与え，
生育期間中はオくも栄養JlII類もト分あるようにした。また，光や混度など{自の環境条件は自然状

態のままとした。 1973年の売;平地方の気混は!X)1 Vこ示されているO
30 
℃ 

20 
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菌1.首;平地方の気ìI~~ (1973}1な

一一o一一月最高平均気{良 一一・一一月最低平均気{品
目町田由-'1011寺平均気品 ー....一月j釘正気ilii
..Pl 最高気nil

測定は10)=]1711まで，ほぼ201-1おきに 4"-'5f1，!i!{小ずつ行なったu 各1iiil休は水道水とぷ出水で

水洗後11，~!休ことに平丈， iAと;の根元 i在任，全体および出l\， jJ Ijの /L主盆を rll.l J定した。

次に出官ごとにまとめて 85
0
Cの乾燥間中に2411寺11:可保ち，ついでプシケータ仁1-'で十分乾燥さ

せてから乾重量をiJl.1Jった。そして器〆吉ごとに生重量・乾重量比を求め，それをイI，H!イヰーごとの各法

官の !IJJt量に'*じて i詑T:I立をに 1t~ J)干した。このようにして得た各{!，Iil休，各球官庁Ijの乾電量の平均

仰を各Il~j:jUJごとに)jとめた。

2. 各器宮におけるチッ素・カリ濃度の溺定

上記の乾燥試料を各 Ir~~~/Iき')]1]に 0.25 ，，-，1. OOg ずつ正 li在にH量して，その '~I:'に含まれる N.K

の量をiJllJ定したの N の定量はミクロ・ケル夕、ール法によった。 Kについては試*~l. を 500'"'-'600 Ú C

に保った電気炉1=1'で 4Il~HM:ljj(化し，それを一定量の蒸留水に溶かして，炎〉i亡光度計でその濃度

を測定したのミのようにして{(jられたUt'U;LN • Kともに各政古 1mg.i;i之rf(量(dw)あたりの他

に J免算して，その相対 {I立を;jとめ，各II~j:Wjのものを比ìlf交した。

3. 野外調査

(1 ) ヨモギ~l干74の J J:. })Î't1' ，WJ告

ヨモギがじ t-tうぶんJL育し，花をつけ、た19731r.8 )oJ 14 Uに，U/，j査を行なっ1::'0fUI;j査1也は放染後
3----4 イ 1:.杭J位した 1:1 !l[，I~;Jæ.-c-， 30 x 20m 2 れの lúírl!{にヨモギ催，~iAt下落が成立していた。

J:ず地 Lm~vこつ L 、ては 1 x 1m2のブYJ!ヲ区内を層別j刈Jly法 (MONSl und SAEKI， 1953)によっ

て刈JI~ り，実験室にJNち帰って各履ごとに政官を分けて杯最した。 地下部については50x 50 x 

lOcm3のこI二れを， 11(がほとんど見当らなくなる地下40cmまで 4)吾川り取り，水洗後に利1量:し
た。各日;t官の l;主重量への換算:は前記の万法によっ t~o

(2) ヨモギおよびシロザの種子生産

ヨモギは19731jて10)=J18 1=1， シロャ1f'&;L1口']11:.10 月 11 日にそれぞれ調査し t~o l¥-ずれの場合も程子

が l'分成 L，洛下する出:前のIHj:JOjを選んだo W，¥j jtfJ加工ヨモギについてはい)と問所， シiコずの

場介け;政楽後 1 1 1:，経過した ~1 !l lMFJ世に成立した Æ:下落で、あるのまず 1;l;j秘とも大きさの j引J:.る W，i休を

12 11 10 9 8 正。3 12 

ー20
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や20本ずつ仮ぎわからメIJりJj¥zi)， {官仏似附111川附11崎叫i可附t附科休三こ、とに下i
寸子こを採淑したO 種f一山!任附E
次に{俗i掴直体ζ とに生晶注Eしたすべての種子の重i量量をは泊か、り， そのうちカか、らヨモギはO札.5恥〉臼 シロザ
は1.Ogの種子をとつ下数を数え， その粒数を各{似凶附{体本の重悶閥量匙l叫f

を求めたO なおヨモギについては 5ぬOx5印Oc臼111が1子2 のj方=.n形i跨ヲ列i医玄幻i内勾の{官先辞郁例1;1品削;1;持Ij可;1外休争のつけた積子子-をすべて採]取j収kし
-c， nii積あたりの種子生産会主を突出I}した口
4. 発芽試験

ヨモど・ヤマヨモギ・オトコヨモギの種子1∞粒ずつをO仰英知地上にj枇 4000luxの

蛍光灯}、で 10
0

C，15
0

C， 20
0

C， 25
0
C， 300C， 350C， 400Cの各温度に保ち， 101問O川川1=時2

;;;ごrfア差で2z:二Jぷ;;:Ofの産j地也および叩L 月採表 ;リJ長悶乏刻切叩1好叩問守円吟!早芸問削幸背伊引肝?十刊川'1平)fL，ドιLぺ， 標高1日30∞Om，1973年川 3 E服集〉 ヤマヨモギ (長野
県木島平， 標凶0∞On九 1973~:司ヰiド川二

m.結果
1. 成長試験

(1) {!母体および各器官の成長

上述の方法で生育させたヨモギの伯イ本およひ、各部官の成長の保子をj玄12に示した。このj文!に
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国2. {rril{本およひ、各知1~'の成長
Jtg(u) ，茎(④)，根(A)，J也!ご~(/三)，花・果実(e) ， fl:'TI体全体(x)



-12 手:i;¥11.研報 Zf~ 7 ~J' 1975 

よってヨモギの成長の量的な側面を知る ζ とができるO このうちヨモギの似体の成長 111I線は次

式のような単純ロジスチック曲線で近似された (w:個体重量 t 生育iヨ数〉。

26.00 
¥v=ー 一一一一一 0'7¥i ・・・.(1) 
1十34.08exp{ -0. 06( t -27)} 

各器官万ljの成長では，混室にjこ1でよ支培し， Jこからの濃水を行なった7月中旬から下旬にかけ

て，水分の欠乏がj京 Iz~! と忠われる根の成長の一時的な高まりが起こった(矢野， 1971)0 水の

補給が一定になされるようになってからは各器官とも滑らかな成長を遂げ，やがて平衡に達し

た。地下茎の形成は8月中旬から平くも始まり，その後急激な成長を遂げた。ただし，調査し

たうちのー似体だけは10月になっても地下茎を形成しなかった。このような現象はセイタカア

ワダチソウでも報告されている(榎本， 1973)。

また，花は8月下旬から開花し始めたが，これはUJf外のものよりも多少遅かった。

(2) 枯死部霊量

地下部中11i死重量および地上部枯死霊長の増加の様子を図3に示した。両者とも個体の成長に

伴って次第にj:1:~ J)ll したが，その:墨:は地上m~i:ili死量についてみるとw外昨務中の似体に比べると

非常に少なかっ 1::"0

(3) {@!体および各探官の成長速度

各球'ï~rの成長のノミターンの違いはそれぞれのお官の成長速度のグラフを比較すると一層切ら

かになる(国 4)。各部令官はそれぞれ呉った時期に呉った値の最大成長速度に達するし，そのj幹

減の仕方も出官ごとに違っている。まず，同化出官である実は以も l予く 1，1大の成長速度に達し
た0*の J&J~速度は伽I{みの/1::.育初 J1JJvこは業とほぼ平行してよ的大したが， 1=1二IJmt)後は成長速度の

2 r ('1‘<111') 
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:j'!l'(え i.J:)後 11 t~ 

図3. {間体成長に伴うj也l二部品ii死重量(0)
および地:-1ご部品ii死重量(0)の変化

0.4 f( q .dw /c!a)') 
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図4. {自体および各器官の成長速度の変化
{自体(a )，地下茎(b)，根(c )， 

葉(d)，茎(e )，花・果実(f)
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落らブj川葉よりも緩やカか、であるためについには葉の

{休木の)成i瓦j長比z長速度の変変t動とのi関謁係をみてみるとム， {倒l同品{体本のj成JX:-J長ミ速度がj最R大になる11時i時寺J期出助tは主業のj成£長速度
がi最畏大になるi時埼ご;期明カか、ら約 1カ月遅れた 9)月3下匂でで、あつたO このfl寺JWには剰余のi司化産物のほと

んどが地下部へまわされ，貯蔵・越冬器官て、ある地下)(とや根の成長となってあらわれた。

(4) {I母体重量に対する器官重量の都合

ある11寺点におけ』る似体重量に対する器官重量の割合，あるいはお官同ことの 1む量J:ヒなどはその

時点における植物の生育型の量的側出1をあらわしてL、る。 {Io!{本豆長に対する各誌官lid設の割合

の成長に伴う変化をIZI5 Vこ示した。 {I母体主量によjする業主:i去の割合は{lrM本の成長の初期には非

常に大きいが，やがて他の部官の成長が盛んとなり，また~自身の成長が衰えてくるために急
激に減少するO そして似体の成長速度が最大となる 9月下旬には{Iei体全重量のう、らの約25%を

占めるにすぎなし、。一方，地下茎重量が占める割合は個体の成長の仁j=IW)から後期にかけて急、j敢
に増大し 9月下旬には約35%を占めている。

二次選移初期優IIj離の生態1.11'1.ぐ・ Jネ1975 
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図5. 成長に伴う個体重量にたj
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(5) 成長量の分配中

あるJW11o¥i内における似体全体の成長量に刈する各民'庄の成長室の書Ij介は， I司化産物がどの郎

官にどのような割合で配分されているかという成長の内容をあらわしている。 !fとJゼトネにつ

いて， '(161 体の成長に伴う fíliJr..'j:官への分配本の変動の様子を|孟16 にぶした。まず，業への分I~Lギ

は11母体の成長初期に非常に大きく， これによって 1lòl{本土佐重に刈して業豆量が大きな郁子?を，~i め

るような形態ができあがる O しかし，その後は葉への分配本は漸rJi支し， {I占|体重量の仁i二lで主主

がi:!:iめる割合も低下する。そして業への分配率が Oになると，やがてその割合も Oとなる。こ

れは葉がすべて枯死脱落したことを示す。一方，地下茎への同化産物の分配率は 9月末に最大

(約60%)となるO そして地下茎の場合には分配本が Oに近づくと， {Iol体主主のうらで地下主
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重量が占める割合は正の一定値に近づく O
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図6. 生長にともなう個体重量にX'g
する葉 (0)，地下茎(ム〉の重量
比， および葉(・)， 地下茎(...)
への河化量の分配率の変化
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(6) 地上部重量と個体重量との関係

ポット試験したヨモギのイfe!体について得られた，地上部重量 (T)とイi母体重量 (VI)との関係

をi玄17に示した。 両者の関係は次式で近似、された。

log W = 1. 07610gT十0.222 (r =0. 996}.... .(2) 

なお， ~'f外のヨモギ11母体に対する (2)式の有効性を枚討するために，リ!}外のヨモギ{l下落の 50x 

50cm2方形区について，全ill量の突出IJ他と(2)式による推定値とを比べてみたo iWJ定は1974年10

)=J 10 1:: 1 に行!:rった。その結果，全正(:量の~ìJ\IJú宣は352.8g ・乾電， (2)式による推定値は394.2g.

乾電で，その訟if:;は+11.7%であった。

(7) 草丈，の根元直径と地上部長室との関係

ヨモギのW(丈(H)，主主の根元直径(D)，およびDx日と地上部重量 (T)との関係をj玄18vこ示
した。 I玄iにはポット ~JU去の古川本のし、ろいろな成長の 11寺 Jmに測定した結果と共に， 1973年8月13

1=1 に ~!f外のヨモギ ~I下落数カ所から採集した{!ó!体の結果も比較のために示してあるO この図から

わかるように草丈とか似元のi宣伝と地上部重量との関係は似体の生育している条件，成長の段

階によっても変ってくる。たとえば同一日制tJ]，同一地ヒ部長室の {I，~1{本でも，野外府落内にある

{jJ'ij体の方がポット Jx; J~Y，'-C'独立に育てられた flrfl体よりも草丈は高 L 、。これらの関係のうちでは茎

の根元直径と地 i二部重量との関係が比較的，生育条件や成長段階の影響を受けにくいものであ

った。両者の関係は次式で近似された。

logT=3. 2811ogD+ 1. 592 (r=0.967)・ )
 
つJ(
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図8. (1)茎の1H.元の重任と地上部重量との関係
(2)草丈と地上部重量との関係

(3)1'fi丈×茎の~1ミ元直伝と地 i二 m~重量との関係
野外lr下落内の{自体(8 )~ 13日係集) (・〉ポットj文明f同体の各サンプリング
11寺の平均io主(x)

(8) 茎重量/業重量の比と地上部重量との関係

茎重量(V¥fs)/葉重量(Wl)比のような器官同士の重量比も植物の生育裂の量的側面をあらわ

すものであり，種によっても違ったノミター γを示す。 i玄19にポットj主的のヨモギにおける各生
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育段階ごとの Ws/Wl北と， 1973{1三8月131=1に野外のヨモギ併落数ケ所から採取した 11母体の

Ws/Wl比とを地上部重量に従って示した。このj玄iでリ!y外群落内の11自体についてみるとWs/WI

比は地上部の増加に伴って一定の関係を保ちながら大きくなっている O
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密9. $.重量/葉重量比と地上;':ii)重量との関係

好クト1t下落内のf[品体 (8月13lヨ採集)(e)， ポット状);日間体(0) と各サーンプリング!I~î'の
平均値(x)

主:'fll ;也

一方，ポット栽j去の1181体で生育に伴う V/s/Wl比の変化をみると 8月下旬頃から急、に上昇し

ている。また， ~I}外詳落内の 1lèî休とポット栽培で、独立に育てた個体とを伺一時'JVJ，同一地上部

もので比IIGC してみると ~!f外群落内の 11母体の Ws/Vvl 比はポット栽培の11弱体のものよりも

カJ記りブζきくなってし、る O

2. 僧体成長に伴うチッ素・力リの移動

似体成長に伴なって全1161体に対する各探官が含むN，Kの割合の変化および枯死葉からの1111

)1又率の変化をそれぞれi玄110，11 に示した。なお，本l~iyE葉からヨモギの生体への各~jë~'誌のÍ1J!ll又ネ

は次式で計算した。
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図10. :i+Ho) ， 茎(④)， 11~(A) ， 地下茎(ム)， 花・渠実(e)におけー

る N濃度の ~rl 文，Júll:および枯死葉からの NI"!Jj又本 (c.:) の成長に伴う変化
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生業で、の ~hl!.i: J支一本，~i死~での波jbコ
iυIJ訳本 z 一一一一一一一一一 一一 ::VY<FSZ _ x 100 (%) 

生企業での濃度

まずN濃度は1f<m体全体の濃度を 100としたとき 7月311二iから10)j17 J=Iまでの問に，英では48

%から22%，主では25%から 8%へと速やかに減少した。

また，花・果実においても 9)112日以後減少している O 一方，

地下半:と般におけるN濃度の変化の仕ブ7は極めてよく一致して

おり 9 月 12 1=1 を境として減少からJ:';~'}J1lへ íj去じ， 10月171:1にはそ

れぞれ26%，27%となったの

枯死葉からのNの[ri]収率は 9月121=1から10月17日にかけて29

%から44%へと増加した。

K については試料が少く，創刊かし、変化の傾向を論ずることは

できないが，根や地下品:における濃度変化はNの場合ほどはっ

きりとした地加傾向は示さなし、。また，結死業からのli-IjJI又

Kの場合ひじように高く 9月121=1から10月訂正!にかけて66%

から90%へと治力11した。
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野外調査

ヨモギAl日存の/J:.点

ヨモギ群落の ~!-=.}&+IW造図をIZl1 2に，各部官のおよび抗jit

比を表 1に示した。

ヨモギはほぼ水干に広がる。よく発達した業併をもってお

り， {洋務内では中層付近に多く分布している。 群落高はおよそ

120cm，業面積指数は4.92，地表面の相対照度は 1.2%であっ

た。また，地上茎の密度は 217本/m
2であった。

地下部分は地表下30cmまで、に99%が分布しており， !j'.lJ:Vこ2

"-' 15c111の範囲には地下茎が集中的に分布していた。

、t，t
J一

寸

S
A

r
'
t
t

、、

3. 

92 105 

図11.葉 (0)， Jt;. (⑨)， H{(A)， 
地下茎(ふ)， 花・果尖(.)に
おけるK濃度の i:El対佑:および
枯死葉からのKliIl収率 (EB)の
個体成長に伴う変化

O 

群落内には他種の植物はほとんど生育しておらず，わずかに

シロ If・ハノレタデ・ナギナタコウジュ・ハコベが低活力度で見

られたにすぎない。なお，これらの怒は若干地方での丈III放棄地

における二次選移系列上で、ヨモギに先行する ~Hrn洋である。

(2) ヨモギおよびシロザのfm子生産
多年生革本であるヨモギと一年生草木であるシロザについ

て， ¥ilij者の種子生産の違いを種子重量，種子生産数， 1可化産物

の種子への投下率のffLiからとらえた。

i) 

100粒あたりの様子重量はFf~l散イji型3)であるヨモギの種子では 6.78mg，I工(力ij交イji型であるシ

iコ i)ごの種子では 45.45mg であった。 L~ 1lち， シlコザの種子はヨモギの種子より約 7倍のさを

70 

杭え付け{え E!数

また袋状の構造をしているため}!í(~散布翠!と

もつO

3) ヨモギの様子〈正確には果実〉はひじように徴*1lIであり 3

みなした.
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;jlf 対!限度
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函12. ヨモギ群落の生産構造lzl(1973:ij三8月141=:1) 

表-1 ヨモギ群落の各器官の重量およびその割合(1973年 8月141=1)

各(g器.jj吃官重の/重m2
量
〉
各の器割官合の(重%量〉 生割存合部(%の〉みの

~~ 196.7 13.0 17.9 

茎 342.9 22.5 31.5 

花・果実 7.6 0.5 0.7 

地下茎・根 543.8 35.6 49.9 

Ni死茎・葉 :132.8 28.Ll 

1523.8 100 100 

茎重量/葉重量=1. 79，地上部重量/地下部重量=1.01 

ii) 種子生産数

]予:丈xi1:~の根元直径 (DH) と fill子数 (Ns) とは|翠13のように ïl11î対数グラフ上で、直線関係に

なり (HAYASHIand NUMATA， 1968)，ヨモギとシロザの場合にはそれぞれ次式で近似された。

ヨモギ : logNs二 2.30810gDH -0.539 (r =0.914)・・・・・・(4)

シロザ:logNs=1.485IogDH+O.793 (r=O.937)-.....(5) 

11;1;¥体(地上茎〉あたりの種子生産数はヨモギが 0"'--'8.9万粒， シロずが 0.02"'--'21.9万粒であ

ったが，同大の{11!;j体ではヨモギのほうがほとんと、常に多数の種子を生産していた。

面積あたりではヨモギの場合33本 /50x 50cm2の密度で 115，920粒であった。なお(4)式から
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推定すると 109 ， 169 粒で，誤ぷは -5.9% であっ t~o

3x10l (枚)
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図13. ヨモギ(e)およびシロザ(0)における11母体あ
たりのHIT 生産数と }Yb~丈×茎の1H元i宣伝との関係

iii) 同化産物の種子への投下本

49 

ここでしづ種子とは未熟な種子や果柄，その{自の付属誌をも|沿い、た純粋の};文京極子をさして

いるO また， ヨモギのように地下茎でつながって群落を形成しているような初刊均ではj也1"ぷ;を

ふくめた11èl体の重量を知ることは困難であるが，ここではポット l試験により何られた地I:. ijl~ ，r(

量と俗体重量との関係((2)式〉から似体重量を推定した。

以上のような前提のもとに， 種子重量が個体重量に対して占める割合を計算した (1玄]14)。
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図14. ヨモギ(e)およびシ lコザ (0)における似体あた?の
同化産物の種 j七への投下率(S/W)と個体重量との関係
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この割合はヨモギでは0"-'7.6%であるのに対してシロずでは5.7"-'43.2%で，投下率自体もそ

の変化の幅もシロザのほうが大きし、。

なお，ヨモギ群落1m2あたりの種子へのi司化産物の投下率は約2%であった0

4. 発芽試験
ヨモギ，ヤマヨモギ，オトコヨモギをjこ甘いて温度条件の違いによる発芽率の違いをみた(図

15)。ヨモギの上出産(標高500m)のものと菅平産(傑高1300m)のものとでは発芽のノミター

ンはよく似ており，し、ずれも 200Cで抜高の発芽率を示した。その値はそれぞれ96%および84

%であっ t~o ヤマヨモギでは発芽本は 25 0C で最も高く， 95%であった。

オトコヨモギの場合には全般に発芽率は低かったが， 200Cで最高となり31%に達したo

100r (%) 

O 

l~ 
(Ocl 

75 

，Lr 

50 
:ごマ

会く:J、守、

25 

図15. ヨモギ1111，のHI物 3話の級 f集団のiliid支条件による
充非本のi郎、 (WJ条f'l・10日/M])
ヨモギ(;;!::、F'jlO(e) ヨモギ(上i壬!産)(の〉
ヤマヨモギ(④〉 オトコヨモギ (0)

N. 考察と結論

1 . 乾物成長，成長速度，個体重量に対する各器官の重量比，成長量の分配率

ヨモギ Wil体の種子からの第一~I 二 I~I の J.&J弘主(1)式で近{以されるような単純 lコジスチック illJ総と

なる(1之12)，)この11，'il体全体としての量的な成長は似体をJ、b)'成する話器官の成長室の不1Iとしても

たらされるが，それぞれの出'古の成長の操子は13官ごとに違ってL、るO このことは各部官の成

長速度の変化の様子を比べてみると一層はっきりする(図 4)。まず同化器官である葉の成長が

Jt立も 'i1.い11寺J1JJにピークに達し，ついで支持器官である茎の成長のピークがくる O ここまでは-

~r. IJ:.I¥'(本の場合と向じであるが，多年生l';i本て、あるヨモギの場合には地上i担保官の成長の次に

地下部出官，~'ii:に地下主の発注が;守し l '0 地下茎の成長速度は 9月下旬頃にJ't士大となるが，こ
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の 11寺Jmには11母体全体の成長速度も最大になっている。ところで，葉や主のような非越冬性役I~­

と地下茎・根・種子のような越冬性器官とに分けて成長の様子をJ:ヒべてみると， Jlô越冬 l~l:ぽíg­

の成長は11ei体の生育初期から仁iコ期にかけて， また越冬性器官の)成:瓦j史文;乙:J長長ミ是:!はI寸11主;仁中i

とカが~Jつカかミる (αl図2盟~2 ， 4， 6)。

葉についてみると最大成長を子jーミす 8 月 20 日頃には11，~i体豆量中で葉長註が IJjめる割合は約50%

であるが， 11占!体全体の成長が最大となる 9月下旬には25%程度に減少する。一方，地下草の場

合には8月 iご句に 5%程度であったものが10月中旬には35%に述じている。

ところで， このような植物の生育型の量1'1守な特徴は同化されたj)ii物をし、つ，どの出口へ， ど

のくらいの量を配分するかによって決まってくる O 分配本に関しては!求j乏の分配本，純J1:.品?の

分配率，総生産の分配本が!玄)]Ijされているが(戸塚・木村， 1973)，ここではそのうちの JRj乏

の分配率を検討し t.:. o 玄16 に示したように葉・地下~と; ~ID r，:t ;I'rに対する成長の分配本の変化のノミ

ターンは基本的には同じもので，ある一点をピークとした山型の変化をするものと忠われる。

ただし，葉への分配本が最大になるのは芥生えのごく初期と考えられ， 1><1にはあらわれてL、な

L 、。次にこの分配率の変化の様子と11<';1体重量の t~1二!で掠 '1';' i]RJ~\:の ILj める ~lflj 介の変化の i栄子-とを比

べてみると，まず葉では両者はほとんど予行的に変化しており，業への分 I'~I>与が O に近づくと

葉の占める割合もやや遅れて Oに近づく O

一方，地下茎では分配率が O に近づくときに地-f}rどの I~j める割合は一定の L[数仰に近づく O

要するに， 分i~己主幹が 0 /1こ近づくとき， {倒1，位剖占~il{臼げ附{オ本{t岳重TI: 童の仁中i

{飽也に近づくが，その値は探'吉によって異なっており，業のような非1越冬 I~L: r.:十 1'\' では枯死JJ~~~洛の

ために Oとなり，地下茎のような越冬性では正数になる。

2. 茎重量/葉重量比，草丈，茎の根元直径，地上部重量，個体重量の間の関係

茎重量('vVs)/葉重量 (W1)比，草丈 (H)，主任の根元i直径(0)，j也L..rfl~ ，I1Jrl: ( T )， 1I<'il体rf(JtI:

(W) などは互し、に相関 lめな関係をもっている (1~17 ， 8， 9)。しかし，これらの関係VJ;)'I~全

にi孟i定されたものではなく，ある程度の 11自をもったnriJV)的なものであって， 11[[物はこの 111日のnむ
!甜内では11占l体の形態を適応的に変化させ得る O このような可塑的変呉の111Mの広さは，各々の在(

のもつ適応性の 11I話の広さに関係してこよう O

ヨモギの場合についてみると， ¥̂/s/Wl 比は生育段階や生育条件の違いにより 0.20から1.94

までの変化のi隔があった (1ぎ19)。また， このほ!でポッ 1，t\i;l't~i で、 3~UL:Vこ育てられた{l.'il休と ~n~外

鮮落内の11占I{;本について 8月仁1=1勾カるら-1"旬にかけ~ての'vVs/W1比を比'10どしてみると， IliJ一地上

部長量の1181体でも'vVs/Wl比は~tr-外のものの方がかなり大きくなっている O しかもこの傾向は

大きな il~il体ほど強し、。また，草丈iì/8J-11寺 JW ， 同一地上{f/l !lilí1の illlil休について比 ìH交してみる

と， ~!Í'外 Æf子落内の{j.'li 体のほうが高くなっている (1~18 )りこのような追いはポットJ.I(J;うで芹JLえ

から独立に育てられた似体とリ!?外併落内の1I<'il体との fl!りにみられる J j:有A主~の量的í(サでの違いをあ

らオっしている O

地 i二部長;量:とil，';j体重量の関係については，ポットj支出によって牙/七えから育てられた11ペ休の

場合には従米のお::}対成長式がj白井j でき，きわめて I~ij ~.、社社長j を /Fす。この関係を~Ir外の 11，1;!体によj

して適用するには，前年度の地下部分の影響を考慮しなければならなL、ため， ii1lじかに若 i二の危

険性はあろう O しかし，前年度のjげ蔵物質を消費しての急速な初期成長が終わり，地 1:.{il~ と地

下部とが互いにバランスを保ちながら成長を遂げている n~j:J1Jjにあるil日体については有効と考え

られる O
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3. 侶体成長に伴うチッ素‘カリの移動

先に述べたように非越冬性器Trと越冬i{防止171'とでは成長の感んな時期が前後にずれている
が，各部官におけるN濃度の相対値の変化の十美子も非越冬性器官と越冬性器官とでは異ってい

る O すべての器'I~\' で、N 濃度の相対値は各々の器官の成長初期jに高く，その後次第に減少する傾

向がある (15Z110)。菜や茎ではこのような減少傾向が最後まで続くのに対して， 根や地下茎で

は再びJ二好している。

生育後見)jにおける根や地下主でのN濃度の相対値のこのような!こ好は雨器官への物質の蓄積

と同時にNの[1川又・蓄積がおこっていることを示すものである o t紀枯:う4古itム!51 死主莱E カか?￥〉らの N の II~I山i

育後j却期U出iにおいてJ上上二封封Iしている三ともこの現象を袈付付争けけ句する O

またK も 1k~1体の生育後期にはきjつめて高率で1IIIlj又されている (1玄11 1) 0

4. ヨモギおよびシ口ザの種子生産
表 2に示したように種子重量の比較で、は， 100粒あたりの重量がシ lコザでは 45.45mg， ヨモ

ギでは 6.78mgでシロザの種子はヨモギの種子より約 7倍iLlli!:し、ことがわかる O
表-2 ヨモギとシロザにおける種子生産保式の比1I安

シ ロ ザ =一=才 モギ

生活主~

船子重量 (mg/l00粒〉 I 6.78 

係 f~1ミ産数

11自体あたり(千粒〉 0.3'"'-'218.7 I 0.0'"'-'89.1 

市積あたり(千粒1mり 420， 896 

11司化産物の在日「への投下i:{f

1ll~1体あたり(%) 5.7'"'-'43.2 

而撰あたり(%) 4.6， 12.7 

次に， Wil体あたりの種子生jJif数を比較すると，大きさが|可じ111i;I体の場合にはヨモギの方が多

く/七してL、る(1玄113)。

しかし面積あたりの種子生産数は必ずしもヨモギの方が多いとは限らなし、。ヨモギ群落では

地上jよの密度が 33本/50x 50cm~ で約 1 1.6))l立であったが， シlコlfA(f務については66本/50x 

50cm2， 131~':/50 x 50cm2 の密度で、それぞれ約22.4JJ，10.5ノj粒の種子をとごしたという報告

がある(l-IAYASHIancl NUMAl、A，1968)。

種子への向化産物の投下ネとして，今日iシロザとヨモギについて得られた値は{肉体あたりそ

れぞれ 5.7'""'-'43.2タム 0.0'""'-'7.6%で， i'Sl:T，'+<および投下半の変兵の'1'高はしれもシロザの方が
大きなúúをぶしている O なお，従来の報告で、は-~IそL革本に対して 5'""'-'40%，多草本に対

しては 0.05'""'-'5%という 11Mがられている。 (LONG，1936; STERN ancl BEECH， 1965; HARPER 

ancl OGDEN， 1970; J三jj:， 1972; PUTWAIN ancl HARPER， 1972;林.ynslf 1972， 197:); {IIJ~ 'J\ 

197/1; OGDEN， 197/1)。

ところでヨモギのように地下茶を形成して(I，lil体が増殖してゆくタイプの極では地下茎でMI体

がつながっているので，投下本の計算はi主i難である O そこで、今lulの場合ではポット試験で得ら

れたJむ 1 ・ ;:\:I~ IT( .tjI とfl，iil体全の関係からfi，'ij体 qt .iitを H[~~むし，その{直に基づいて投下半を計算し

t::.o 
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また， 1同体あたりの投下ヰくの算定にはこのような閤難があるため， どのような線系型の1WI物

に対しても適用可能な測度としてi面積あたつの投下中を考えた。すると， .1二述の密度で、ヨモギ

iiJ下落では約 2%であるのに対し，シ lコ ìf~r;f落では 4.6%および 12.7%であって，やはりシロず

におけーる種子への同化産物の投下半はかなりヨモギを[，.1111っていた口

このように一生育シーズン内の同化産物の稀子への投下ヰ<viW，j{.本あたりでも， I!~i杭あたりで

もシ Iコザのほうがヨモギに比べてかなり大きいことは明らかである。このことはシ lコザのよう

な一年生柿物では種子によってのみ繁舶が{j'なわ)tることを考えれば当然のことといえよう。

次にこのような生活様式をもっヨモギが二次選移の第3番1"1のステージで優r1:jするのはなぜ

かということがI~出芭となる O しかし，このことは，1. 他のステージの優占極の生活様式が切ら

かになってお互いに比較できること， 2.各ステージの群落の環境条件が，.分iJllJ定されること，

によってはじめて解決されるだろう。

現在の段階では， ヨモギが進移系列LI二のこのj¥/:出をI!iめるためには， Hl散布'H:の郁子与を多応

すること， i1と;重 -1f~ /葉iidl1七が比較的小さ L、こと， II:IJ化mfq均のj也下部分への投下が大きいこと

などの特徴が重要であることを指ii;{ijするにとどめたい口
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Summary 

The mode of life history of Artemisiα戸rznce戸s，which was one of the dominant at seral 

stages of subsere， is described based on the ecological characters including germination， 

quantitative aspects of growth form and the seed production. 

1. The weight of leaves， stems and underground organs of plants grown from the 

seedlings was measured for one growing seasol1. The ratio of stem weightjleaf weight 

of the plant increased from O.2-to 1.9/1 during the growing season. The relationship 

between the weight 01' whole plant (W) and the weight of above ground part (T) was 

given by W = 1.668 TI・on7

2. The distribution 01' nitrogen and potassium concentration in the plant varied in 

the COUfse of growth， and recollection of these elements from the dead parts of plant 

was observed. 

:). According to the investigation of the productive structure of A. trincets stand 

attained 120 cm in height， the standing crop and leaf area index were 1，:=)2:).8 g dry 

weight per square meter and 11.92， respectively. The ratios of top weightjroot weight 

and stem weightjleaf weight were 1.02 and 1.79， respectively. 

/1. The relationionship between the number of seed grains per plant (Ns) and 

diameter at the base of stem (D) x plant height (H) of the plant satisfied the equation， 

Ns=0.892 DH 2.308 Using the equation， the number of seed grains produced by the 

stand was estimated to be /136，676 per square meter in which 1:)2 individuals have been 

grown. Comparison of this value v/ith measured number of seed grains of the stand 

(;16LJ，OOO seed grains per m2)， showed an error of 5.9 percent. The investment of the 

assimilated matter to the seeds of this species is 0-7.6 in the individuals and 2 percent 

in community， respectively. These values are smaller than these of 5.7-43.2 and 4.6-12.7 

percent of Ch.enoρodium album， one of the pioneer speciets of subsere. 

5. The maximum germination rate of A.ρrinceJりs，A. J110ntαnαand A. jαρonzca was 

observed to occur at temperatures in the range of 20oC-250C under irradiated condition. 

!こ!こl安均.東京農工.大農学fm.Faculty of Agriculture， University of Agriculture and 

Technology林一六.東京教育大学育子高原生物実験所.Sugadaira Biological Laboratory 

01' Tokyo Kyoiku University. 


	0038
	0039
	0040
	0041
	0042
	0043
	0044
	0045
	0046
	0047
	0048
	0049
	0050
	0051
	0052
	0053

